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＜報告 2＞

学びのコミュニティづくりを目指す新しい寮運営

小崎文恵
NPO法人 NEWVERY

【スライド 1】学生寮というと，どういうイメージをお持ちでしょうか。暗い，古い，学
園紛争，型にはまった間取り，所管不明の業務，色々と思い浮かぶかもしれません。しか
し，大学の学生寮を取り巻く潮流は，ここ 3年で間違いなく大きく変化しています。私の
方では，新しい寮運営のポイント 3つをお話させていただこうと思います。
この中に，寮運営のプロの方はおそらくいないと思います。【スライド 2】素人であるこ
と。実は今の不動産変革期においては大変な強みだと思っています。不動産業界の先入観
にとらわれず，時代の流れを反映させた寮運営ができたのではないかと思っています。
【スライド 3】まず，弊会 NEWVERYの活動について簡単にご紹介させていただきます。
大きく分けるとクリエイティブ系の事業と，教育系の活動の 2軸で活動しています。クリ
エイティブ系の事業では，「トキワ荘プロジェクト」が代表的な事業になります。この事
業では，低賃料のシェアハウスを利用し，同じ思いを持ったマンガ家志望者を集め，プロ
デビューへの道のりを支援しています。また単にデビューするだけでなく，プロマンガ家
としての高い生産性を発揮するための能力開発を行っています。教育系事業としては，あ
りのままの大学講義を見せ，高校生の進路発見を促すプログラム「Weekday Campus Visit」
や，個別大学の事情に沿った中退予防プログラムの提供，FD研修の実行支援や経営改革
コンサルティング，そして学生寮の企画運営を行っています。
【スライド 4】では私たちがなぜ学生寮に教育的価値を感じるようになり，それをプロ
ジェクトとして推進するようになったのでしょうか。NEWVERYでは中退予防事業を
行っています。中退の実態を調査していくうちに，学生同士の交流やキャンパス外での時
間の使い方が中退の防止に大きく影響することが分かってきました。さらに，トキワ荘プ
ロジェクトにおいて，同じ住まいで，同じ目的を持った者同士が切磋琢磨することで，そ
の能力が磨かれていくことが明確になってきました。この実績から，学生寮という住まい
を使った若者育成プログラムに大きな可能性を感じるに至ったためです。
【スライド 5】新しい寮運営のポイントの 1つをご紹介しましょう。それは寮を取り巻く
環境が激変しているということです。具体的に申し上げますと，①高校・大学においては，
一方通行型から双方向・アクティブラーニング型へと変化していること。②地域において
は，少子高齢化が急速に進み，地域の生き残りをかけた独自性を打ち出してきていること。
③学生においては，情報ツールの浸透により，人的交流や共同体のイメージが非常に変化
していること。また家族や兄弟のような関係性に憧れを持つ学生も増えているようにも感
じます。そして企業においては，ハコモノ重視のマーケティングから，物語性をもって唯
一無二の価値を感じてもらうマーケティングへと変化していること。これらの変化が総合
的に相まって，寮そのものの位置付けとニーズが激変しているのです。この環境の構図を
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理解していなければ，的外れな寮運営をしかねないのです。
【スライド 6】これらの環境変化を受けて開設したのがシェアハウス型の教育寮「チェル
シーハウス国分寺」です。設立資金は 400万円。土地建物のオーナーが初期費用を負担す
るなど，事業体として大きな資金負担をかけずに教育的効果が高い寮を作ることを目指し
ました。その後，チェルシーハウスのコンセプトに共感し，地域の若者減少に悩む離島・
中山間部の公立高校から，生徒の全国募集に踏み切るため寮を設立したいという依頼を受
け，寮の運営プロデュースを手がけることになりました。
【スライド 7】広島県ではグローバルリーダー育成校と称する国際バカロレア資格が取得
できる中高一貫の全寮制の学校を建設する計画を進めています。NEWVERYでは，本校
の DPに合わせた寮内カリキュラム作成などにも関わっています。今後は，これらから得
た知見を広げるために，産学を交えたネットワークづくりを展開しています。
【スライド 8】寮で得られる学びの価値とは何なのでしょうか？　私達は，知識，認知的ス
キル，社会的スキル，情意などの分野において，生活でしか得られない特異な学びがある
ものと考えています。それは，生活に根ざした問題の解決や，共同体の自主組織化など，
自分自身の行動や思考を認識するというメタ認知システムの面になります。詳細は配布資
料をご覧ください。
【スライド 9】では，我々が設立運営をしているチェルシーハウス国分寺の事例について
ご説明します。門限も寮母もなし，男女混合型の 54名が共同生活をしている寮になりま
す。20以上の大学に通う学生が暮らすシェアハウス型の寮になっていて，しかも 2人部
屋で，学生同士で共同生活を営む努力をしないと生活が成立しない環境設定になっていま
す。当然ながら他人との共同生活にはトラブルも多く発生します。ここで新しい寮運営の
2つ目のポイントです。それは，入寮希望者や寮生に対して情報を極力オープンにすると
いうことです。入寮希望者には必ず面接を実施しています。入寮後に認識とずれていた場
合トラブルになってしまうので，例えばリビングは共同の場所なので自分の部屋ではない
んだよということ，2人部屋なので喧嘩した時は自分たちで解決しないといけないという
こと，楽しいばかりじゃないということなどを伝え，問題ないか確認し，入寮の可否を運
営者が決めています。そしてルール漬けにするのではなくて，寮生たちが生活を通じ課題
解決していけるような寮運営を目指しています。
【スライド 10】では，自律的な活動として寮生がどういう活動を行っているのか？　
チェルシーハウスでの学生の活動の事例をご紹介します。大きく寮内，寮外で分けるとこ
のような内容があります。寮内では自治会や委員会があり，建物の修繕の一部も寮生が自
主的に行っています。寮外の人とのコミュニケーションの機会は非常に多く，様々なタイ
プの方々との交流が個人レベルだけではなく，集団レベルで実施されています。設立当初
は社会人メンター制度がチェルシーハウスの代名詞のようになっていましたが，今やメン
ター制度も少し影が薄くなる位に，学生が自発的に新しいコミュニケーションの機会を増
やしています。設立当初は，運営側がかなり手を加えましたが，今では運営側が企画する
イベントは減り，寮生が自主的に企画するイベントに置き換わりつつあります。
【スライド11】ハード面をご紹介しましょう。チェルシーハウスは2階建てで，1階が男子，

2階が女子になっています。入り口から入ったところがオープンなスペースになっていて，
帰ってきたら必ず交流をしないと部屋に戻れないような設計になっています。部屋の数を
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減らしてでもこういう交流スペースを持ちたいというのが私たちの設計したときの考えに
なります。
【スライド 13】では，寮がコミュニティとして活性化し学びの場が生まれたとしたら，
学生のキャリア志向にどういう変化が起こるのでしょうか？　参考までに，チェルシーハ
ウスの寮生の進路の事例をご紹介します。チェルシーハウスに入ってくる子は教員志望者
が多い傾向にありますが，卒業したときに普通に教員になった寮生が 1人もいません。教
職課程の先生からは怒られてしまいそうですが，面白いなあと思っています。理由として
は，チェルシーハウスに住んだことで「教員以外でも人を育てる場があるということに気
づいた」とか，このまま社会に出てしまうと生徒に教えられることが非常に少ないから留
学したいと考えたり，面白い人に出会えたから普通に就職したいと考えたり…など，自分
の視点で自分のキャリア選択をしているのではないかと思います。のちに教員になった元
寮生もいます。また大手企業への就職希望は少なく，ソーシャル系への就職希望者が多い
のも特徴です。
【スライド 12】次に，視点をマクロに切り替えて，チェルシーハウスも含めた近時の学
生寮の潮流についてご紹介しましょう。ハード面では団地や社宅のイノベーション物件の
人気が高まっています。リノベーションがかっこいいと思う傾向が若者の中に増えてきて
いると思います。また部屋数を重視するのではなく，共用部が充実した物件が増えていま
す。ソフト面では食事付きで安心安全を売りにする寮から，広めの共用キッチンで自炊を
しやすい寮への変化が見られます。水場では必ずコミュニケーションが生まれますので，
こういった日常生活の中でのコミュニケーションをここで逃す手はありません。また運営
スタンスにおいても，担当者の運営負荷を極力圧縮するような寮から，多少負荷がかかっ
てもコミュニティ活性化に努め，学生に業務の一部を委託していく傾向がみられます。
【スライド 14】では間取りや建物にどのような特徴があるのでしょうか。何人部屋の寮
にするのが最も適切か，という議論は，寮設立構想期に長く話し合われる議題のひとつで
す。こちらは 4人で 1つのユニットという形で，近年このユニット制が増えてきています。
ユニットの中で生活のルールを決め，全てを解決させていくというパターンです。ユニッ
トをいくつかくっつけてユニット長，フロアごとのフロア長，などが居るケースも見られ
ます。また，本年度できた ICUの寮では 2人部屋と 1人部屋，ユニット制が同じ寮の中
に混在しています。これは様々なニーズや用途に応じて寮の中をうまく使えるようになっ
ています。
【スライド 15】こちらは，団地型の社宅をリノベーションした国際寮です。面白いのは
国際寮と社会人向けシェアハウスが同じ敷地内に混在していることです。3DKの間取り
をうまく利用したユニット制の寮になっています。3DKの部屋をつなげ，ラウンジや和
室などの共用部が設置されています。敷地内で大学生と社会人の境界が曖昧になっている
のが特徴です。
【スライド 16】では寮運営のポイントの 3つ目をご紹介します。それは，寮に役割を盛
り込みすぎないということです。いろんな空間の学びというものがあるんですけども，忘
れてはいけないのは，結局寮は住まいであるということです。色々と盛り込みたいことが
たくさんありますし，学びの場は沢山作れます。しかし学生は忙しく，日々流入してくる
情報量は非常に多く，日常に忙殺されていることにも配慮しなければなりません。人間関
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係に疲れていることも少なくありません。スイッチをオフにする環境をしっかり作ってあ
げることが大切です。立ち止まって考え自分と対話できる時間を創ってあげる。それが人
間力を養うことにつながるのです。我々が行うのは，教育的機能を一方的に押しつけるの
ではなく，自発的に能力を引き出されるような住まいの場をつくることなのです。我々も
色々盛り込んで学習できる寮を作りたくてチェルシーハウスの運営をはじめましたが，行
きついた結論はプレッシャーから解放させてあげる暮らしの場を創り，盛り込みすぎない
寮で自主性を育むというものでした。
寮運営のポイントを最後におさらいします。①寮を取り巻く環境が激変していること，
そしてその構図を理解して寮設計を行うべきです。②入寮希望者や寮生に対して情報を極
力オープンにすること，そしてこれにより寮生の自律的行動を促進すべきです。③寮に役
割を盛り込みすぎないこと，そしてスイッチ OFFの環境から自発的に能力が引き出され
る環境をつくるべきです。以上の三点をもとにして，新しい寮づくりを進めていただきた
いと思います。
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